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沖 館 川 を き れ い に す る 会 

２０１７年度 活動記録（２／２） 

 

７月２９日 沖館川で環境保護活動が行われました！！（記事） 

 

むつ湾の入り口となる沖館川の汽水域（海水と淡水が混ざる場所）でアマモ（コアマモ）の植え付け実験

と稚魚（ヒラメ）の放流を行ないました！ 

◇実施期日 ： ７月２９日（土）１０時～ 

◇実施場所 ： 青森市森林博物館、第一臨海橋、ベイブリッジ大橋下の土手 

◇実施内容 ：  

○「アマモのおはなし」のビデオ鑑賞 ： 参加した児童もアマモの役割を理解してもらえたようです。 

○主催者の NPO 法人青森県環境パートナーシップセンター 三浦事務局長さんからむつ湾の現状と海を

汚さないために必要なことを教えていただきました。 

 お菓子のあき袋やペットボトルを道路などに捨てると、やがて海に流れ出て魚やウミガメが餌と間違え

て食べると死んでしまうのですてないでください。 

○NPO 法人 CROSS の佐々木事務局長さんからむつ湾の魚について教えていただきました。今日は、ヒ

ラメの稚魚を八戸から運んでくれました。 

○市役所柳川庁舎横の沖館川にかかる第一臨海橋に移動して、コアマモ（丈の短いアマモ）に小麦粘土を

おもりにつけ、子供たちが沖館川に投げ入れました。 

 量も少なかったため、川に入ってからの様子を見ることはできませんでしたが、今後は経過を追跡チェ

ックし管理していくこととしております。 

○稚魚の放流は、ヒラメが海水魚のためできるだけ海に近い地点で放流することにしました。 

 このためベイ大橋下に移動して稚魚をバケツに小分けし、NPO 法人 CROSS の佐々木事務局長さんの

指導の元、子供たちに放流してもらいました。 

 稚魚は小さいながら、しっかりヒラメの姿をしていてとても可愛らしかったです。むつ湾に出て、大き

くなってくれれば県民の食卓を潤してくれるでしょう！ 

○子供たちが、土手のゴミや空き缶、ペットボトル等を拾い集めてくれました。土手を通りかかった人達

から励ましの言葉をかけてもらいました。 

 誰も見ていないからと思ってゴミやペットボトル、空き缶を捨てるのでしょうが、とても恥ずかしい行

為ですよね！！ 

○最後は、森林博物館正面玄関前で記念写真を撮り、おやつとジュースをもらって元気よく帰りました。 

 主催して頂いた NPO 法人青森県環境パートナーシップセンターの皆さま、稚魚を運んでいただき魚の

お話しまでしていただいた NPO 法人 CROSS の皆さまに心より感謝申し上げます。 

 また、参加して頂いた児童と保護者の皆さまには、暑い中付き合っていただきまして本当に有難うござ

いました。 

◇川と海がきれいになって、おいしい魚がたくさん獲れるむつ湾になるよう、今後ともみんなで力を合せ

て環境美化に取り組んで参りましょう！！ 
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============================================================================= 

 

８月２１日 河川水の水質検査を実施しました（記事） 

 

※ H29.8.21 青森市における干潮時刻は９時０３分で、 

水のサンプリングは８時４５分～９時００分の間で実施 

（気象庁発表による潮位予測値は基準面から＋１５cm） 

※ 外気温が前年に比べて８.６℃低く、水温は３.５～７.０℃低かった。 

（検査結果） 

・西滝川は水流があったこともあってＤＯ値が上がっていた。（但し、水温が前年比－７℃） 

 各地点とも、他の検査結果は前年とほぼ同じ結果でした。（汚染は進んでいないと云うことです） 

・３地点とも油膜は見られなかった。浮遊物も殆ど確認されませんでした。 

・西滝川では錦鯉が、また３地点とも多くの鯉が遊泳しているのが確認された。ボラは河口側に移動して

いた様です。 

・西滝川の検査ポイントでは、川底が良く確認できました。茶色の土砂が堆積しておりヘドロなどは確認

できませんでした。 

・沖館川は、川底の確認ができませんでした。但し、沖館橋地点では点状の堆積物が数、量とも減ってい

るように見られます。 

 上流からの異物（ゴミなど）流入の減少。河川水の酸素溶存量増加が、堆積物の酸化を促進しているの

ではと推測しています。 

（画像省略） 

============================================================================= 
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「第２回 クリーン作戦」無事完了しました！！（記事） 

 

青森県ふるさとの水辺サポーター：沖館川をきれいにする会の皆さまには今年２回目のクリーン作戦に参

加して頂き有難うございました。 

 多くの町会が中日の１０日（日）に活動を予定していたようでしたが、夜来の雨で予定をずらしたとこ

ろもあったとお聞きしました。 

活動日を変更することは、人集めの面で大変だとお聞きしておりましたが皆さまのご協力のもと期間内に

終えられたことに深く感謝申し上げます。 

 ９月１７日に終了したことを確認し、東青地域県民局に活動報告書を提出（メール）致しました。 

追記； 

今回は、中日に実施した町会が少なかったため、写真撮影できたのも３町会だけとなってしまいました。 

≪事務局感想≫ 

 気候的な要因も考えられますが、草丈の長い植物をできるだけ根から抜くようにしていることもあって、

数年前と比べて 草丈が短くなってきたように感じられます。 

このため、草地も入り易くなっていると思います。なお、今後とも、危険なガラス片などの除去に努めて

安全確保に努める所存です。 

＝＝＝ みんなで大事にしましょう！！ふるさとの自然！！行ってみよう沖館川の土手へ！！ ＝＝＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

草刈り前後の状態。 

手前が草刈り後、奥が後です。 

数年前までは、草丈が 1m60~70cm もあり、前が

見えませんでした。 
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９月２７日 「尺八と演歌のつどい」を開催しました！！ 

 

 この催しは、日頃 「青森県ふるさとの水辺サポーター」として土手の美化活動に参加して下さっている

皆さまと土手や川に関心を持って下さっている皆さんへのサービスの一環で開催したものです。 

 短い時間ではありましたが、４０名近い皆さま（スタッフ含む）の参加と沖館市民センターのご協力で

楽しく開催することができました。 

主催した「沖館川をきれいにする会」からは、菅原会長、福士・久慈・飯田副会長、寺嶋顧問が参加しま

した。 

 企画とご支援をいただいた「男塾 ROCK の会」からは、太田会長のほか３名の方が参加され、会場の後

始末まで手伝ってくださいました。（謝謝） 

 

【出演者】 

尺八奏者 都山流(とざんりゅう)尺八楽会 大師範の池田好山さん 

演歌歌手 日本クラウン じょっぱり望郷歌 桜川舞子さん 

     実績 ： 全日本りんご追分コンクール優勝 

         ビクター全国歌謡グランプリ部門優勝 

         上原げんと杯のど自慢大会優勝 

お箏奏者 生田流筝曲 河野玉蘭さん 

奏者紹介ほか 男塾 ROCK の会 太田健一さん 

 太田さんの軽妙な司会と奏者紹介、尺八クイズで会場の空気がやわらぎました。クイズ正解者には何も

なかったけどね！？ 

 尺八の「慷月調（こうげつちょう）」は、聴衆には少し何度が高かったかも・・・（うますぎて） 

 尺八とお箏での「春の海」は、和の趣きが和心（わごころ）を揺り動かしました！！ 

 演歌は、聴き手の皆さんにも特に馴染みがあり、桜川さんの持ち歌「じょっぱり望郷歌」は良かった！、

「浪花節だよ人生は」では皆さんのからだが揺れていましたよ！、特に尺八とコラボした「柔（やわら）」

は昭和の活力を思い出させてもらい５０歳若がえりました」！！ 

≪参加者の感想≫ 

 やっぱり 生の歌声、演奏はいいね！！、ついつい 一緒に口ずさんでしまった！！ 

≪事務局より≫ 

 会場の設営に時間がかかって「音合わせ」が十分にできなかったため、出演者の皆さまにはご迷惑をお

かけしてしまいました。会場予約時間を開演前にもう１時間多くとる必要がありました。（おかげさまで、

また１つ賢くなりました） 

＝ ちょっとの時間でしたが、夏の気枯れ（穢れ）をリフレッシュして貰えましたでしょうか？ ＝ 

 機会があれば、またチャレンジしたいと思います！？ 
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１０月 ６日 河川水の水質検査を実施しました（記事） 

 

※ H29.10.6 青森市における干潮時刻は９時３５分で、 

水のサンプリングは９時２５分～９時４０分の間で実施 

（気象庁発表による潮位予測値は基準面から＋１７cm） 

※ 外気温が前年に比べて－１０.３℃低く、水温は５.８～８.７℃低かった。 

（検査結果） 

・水流は、西滝川では上流→下流を確認。沖館川(合流手前)では殆ど水流が確認できなかった。 

・西滝川、沖館川（田橋）地点では油膜が見られた。３地点とも浮遊物は確認されませんでした。 

・沖館川（上流）では、水鳥や鯉が多数遊泳しているのが確認された。 

・外温、水温の対前年比較：外温＝－１０.３℃、水温＝－５.８～８.７℃と低かった。 

・沖館橋が橋の工事中の為、サンプリングは田橋（沖館橋より１５０ｍほど上流側）地点で行ないました。 

 ＜結果考察＞ 

・水温が低かったことを考慮しても、水質の悪化は見られませんでした。 

＜事務局＞ 

 年４回（４、６、８、１０月）実施している水質検査も、今回で平成２９年度分の最後となります。 

○平成２８年度との比較では、油膜の見られた回数・量ともに減少しています。 
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○生息している魚の種類に変化はなかったものの、個体数は増加しています。 

○水鳥の個体数が増加しています。 

○ペンキなどでの極端な汚染も見られなくなりました。 

 こうしたことからも、川の汚れ減少・水質の改善が進んでいるものと推測されます。 

要因として、川の周辺で多くの新規・建て替え住宅工事が見受けられるものの、その排水が下水道に接続

されて側溝経由で川に流れ込むことなく処理されるようになったことが考えられます。 

次いで、事業所・家庭からの側溝への未処理油や汚物の流入減少が考えられます。 

 ただ、降雨後には、商品の包み袋などが側溝経由で川に流れ込んでいます。これは、道路にそうしたゴ

ミを捨てる人が未だいるということです。 

会としては、こうした点にもスポットを当て、地域の方々と協力しながら解消に努めて行く必要を感じて

おります。 
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１０月 ７日 会報第３０号を発行しました！！（記事） 

 

おかげさまを持ちまして今年度２回目の会報（通番第３０号）の会報を発行することができました。 

１０月８~９日で会員町会、協力団体あて配布しております。 

今年は、青森市役所 市民協働推進課が開催している「青森市協働のまちづくりネットワーク交流会」

に参加して、得られた情報を元に他団体とのコラボをいたしました。 

開催時間は短時間でしたが、事前の手続きや準備が大変でした。半面、色々なスキルも実践的に得られた

ことは大きな成果でありました。 

次年度以降も、できるだけ他の団体と協力しあいながら地域の活性化と交流を図ることができればと思

いました。 

お力添えをいただいた団体の皆さまには心より御礼申し上げます。 

パソコン・タブレットでご覧の方用にＰＤＦの会報を用意しましたので是非こちらでどうぞ 

 pdf ファイルシンボル 会報第３０号（表面）.pdf 

 pdf ファイルシンボル 会報第３０号（裏面）.pdf 

（画像省略） 

（相野橋から撮影）右が沖館川、左が西滝川で合

流地点の様子 

（沖館川の上流サンプリング地点から撮影） 

水鳥や鯉が沢山泳いでいました。水は殆ど静止状

態でした 
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============================================================================= 

 

沖館川で川鵜を撮影しました！！（訂正）（記事） 

 

１０月２８日付で川鵜（かわう）と紹介した写真が、その後の調査で嘴（くちばし）や姿から『鷺（さ

ぎ）』と思われましたので記事を訂正します。 

川鵜はこれまでも時々第一臨海橋付近で見かけておりましたが、３００ｍほど上流で見た鷺は今回初めて

でした。 

川鵜は動きが素早く、一度水に潜るとどこから姿を現すか予想がつかず、なかなかシャッターチャンス

がなくて撮影・紹介することが出来ませんでした。 

ところが、昨１０月２７日午前９時過ぎに土手の草取りに自転車で田橋を上流側に通り過ぎ、川を覗いた

らすっくと川に立っているではありませんか。 

一瞬、その美しさに見とれてしまいました。直ぐにシャッターチャンスと気づき、スマホがバックに入

っているようにと念じました。（セーフ＝あった！） 

少し焦りながら自転車を止めて、スマホを取り出し、鷺（川鵜と勘違いしていた）に焦点を当てようとし

たら、気配に気づかれたようで飛び立ってしまいました。 

焦ってスマホで追いかけ貴重な１枚を「パチリ」。焦点が合っているかどうか心配でしたが、最近のスマ

ホは素晴らしい！！ 

拡大に耐える写真が撮れておりました。（自分で感動してどうする！？） 

川鵜は川魚を、鷺は海の魚や川魚を餌にする鳥なので、魚には申し訳ないと思いましたが、早速紹介さ

せていただきました。 

自然の体系として、魚の個体数が増えればそれを餌にする鳥もやって来る訳で、川に生物が多くなるとい

うことは川がきれいになってきていると云う証なのでしょう。 

虫などを餌にしている水鳥も休んだり、泳いで餌取りに励んだりしています。じっくり水面を見れば、

どこでも魚（錦鯉、ヘラブナ、ただの鯉、ボラ等）を見ることが出来ますよ。 

普段 土手を活用されている皆さまも、時々川に目をやって魚や鳥たちを眺めて癒されてください。 

今、土手では芝桜が秋の成長期を迎えています。このため 今秋と来春の成長に支障をきたさないよう草

取りに励んでいます。こちらでも癒されてください。 
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市民活動企画展に展示しました！！（記事） 

 

２０１８年（平成３０年）1 月２０日（土）～２９日（日）の予定で開催される市民活動企画展 

開催場所 ： 青森駅前 アウガ５階 

今年も「沖館川をきれいにする会」の活動状況を展示してお知らせしました。 

年々、展示物も創意工夫が凝らされて見易いものになっているので、当会もあまり詰め込まずに目で見て

分かって頂けるような展示物としました。 

【 その他報告 】 

 １月 ９日（火） 三役による役員会を開催後、懇親会を行いました。 

昨年は、例年になく行事が多かったため、三役の皆さまの労をねぎらう意味で懇親会を企画したものです。 

２０１８年度は会則改正、細則制定などを予定しているため、事前に確認させて頂いた方向性に沿って作

成した改正、制定（案）について説明させて頂きました。 

当日出された意見、要望のほか、細則の別表についても更に精査して ２月１６日（金）１０：００～ 

の役員会に諮りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

============================================================================= 

 

役員会を開催しました！！（記事） 

 

日時 ： ２０１８年２月１６日（金） 

     １０：００～１２：００ 

場所 ： 沖館市民センター ２階中Ａ会議室 

会発足から１５年が経過したことから目的と活動について点検すると共に、活動実態に合わせて会則を

見直すこととしました。 

平成３０年度定時総会に諮る事項と内容について確認しました。 

役員改選に係る情報交換と今後の対応について確認しました。 

次回開催日 ： 3 月１５日（木）１０：００～１２：００ 

場所 ： 沖館市民センター ２階中Ａ会議室 

です。開催案内を致しますのでご出席方宜しくお願い申し上げます。 

議題 ： 総会に諮る資料の確認です。 

 

※ 当記録では、細かい活動は省略しております。 

 

 


